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社会学科

土倉英志 准教授

社会学部のゼミで心理学をテーマにしているのは土倉ゼ
ミのみで、社会心理学についてそれぞれの関心のある研
究テーマを自由に選べます。近年、ADHD（注意欠如・多
動症）やHSP（ハイリー・センシティブ・パーソン）などの
言葉が広まっています。そうした特性で悩んでいる人
は、自分のせいではないとわかれば救われることもあり、

その意味では「生きやすい社会」になったともいえます。
一方で、救われる人ばかりにフォーカスするのではなく、
それによって苦悩する人々に注目してみたいです。さら
に自分や他者を「受け入れる」「許す」という心理はどのよ
うな構造になっているのかを研究し、誰にとっても「生き
やすい社会」をつくることに貢献したいと思っています。

自 分や他 者を「 受け入 れる」「 許す」心 理 構 造を追 求したい
学 生 の 声
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目を凝らし、耳を澄まし、フィールドに学ぶ―
人びとのいとなみに迫る社会心理学

　私は社会心理学の立場から、人びとがさまざまな活動をしている現場（フィール
ド）に足を運んでいます。近年は人びとの居場所やつながりに関心をもち、コミュ
ニティカフェと呼ばれる場所にお邪魔しています。フィールドに足を運んで観察した
り、インタビューしたりする研究手法はフィールド研究と呼ばれており、実験や質問
紙調査と並ぶ、社会心理学の大切な研究手法のひとつです。
　そもそも社会心理学とはどのような学問なのでしょうか。じつは社会心理学に
関心をもっている私にも簡単には応えることができません。いいえ、関心をもって
いるからこそ、応えるのが難しいと言うべきかもしれません。
　会ったこともない人の行為について「善い」や「悪い」を言い立ててみたり、もの
ごとをスパッと一刀両断したり、こうしたふるまいに知性をみてとることが、もしか
したらあるかもしれません。社会心理学では、人の「認知的節約家」としての側面
が明らかにされてきました。じっくり考えるのは頭が疲れるので、手っ取り早く手ご
ろな結論を出そうとしてしまうのです。他方で、対象について知れば知るほど、その
姿が複雑で多面的であると気づくことも私たちは経験しています。
　かつて、思考することを、深く海に潜ることにたとえた哲学者がいました。海に
深く潜っていくには、大きく息を吸い込んで、長いあいだ潜水していることが求めら
れます。深く潜った先でのみ、目にすることのできる光景があり、手にすることので
きるものがある。体力やスキルがなければそれも叶いません。経験を積むことです
こしずつ深く潜れるようになるのです。深く思考するには、それに見合う経験が求
められると言えるでしょう。
　私が取り組んでいるフィールド研究にもおなじようなことが言えます。人びとが
フィールドで成しとげていることが、ちょっと見聞きしただけで「わかる」なんてこと
はありません。人があたりまえのように過ごしている日常は、それまでの歴史を通
じてすこしずつ築きあげられたもので、まるで複雑にからまりあった糸のようです。
それを理解しようとすることは、糸を解きほぐすことになぞらえることができます。
ところが複雑なものごとにつきあったり、それを言葉にするのは簡単ではありませ
ん。我慢がきかないと、糸をぷつんと断ち切るようなことになってしまいます。そう
してものごとを単純化し、わかったつもりになってしまいます。複雑な現象に、その
核心を損なわないように迫るには、相応の知的な体力やスキルのようなものが求
められるのです。
　フィールドに身をおき、人びとのいとなみに目を凝らし、饒舌には語られない心
の声に耳を澄ます。そうした経験を積み重ねたさきに、ようやく複雑さに開かれる
ことがあります。そのとき目にしているものや耳にした声は、それまでと変わりがな
いはずなのに、もしかしたらすこし違って感じられるかもしれません。

社会学科 3年　土倉ゼミ
石田鈴 さん
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日常生活の中にある「何気ないこと」「普段であればや
りすごしているもの」にあえて立ち止まり、その意味を探求
してみることで社会学的な発想や視点を培っていきます。

鈴木 智道 准教授
❶歴史社会学、教育社会学
❷＜日常生活＞の社会学

場所や風景の表象を手がかりとして、それらの文化的な
意味と、言葉や映像などによる表現のさまざまな可能性
を探ります。

濱中 春 教授
❶ドイツ文学、表象文化論
❷場所と風景の表象文化

❶専攻  ❷ゼミナールまたは教育・研究テーマ

社 会 学 科 Department of Sociology

歴史の理論的考察を行い、歴史学の手法を用いて現
代社会の諸問題を解決する方法を探るゼミです。

愼 蒼宇 教授
❶朝鮮近代史・植民地研究
❷歴史と現代社会

身近で起こる社会現象を、社会学の目で読み解いてい
きます。一人ひとりのテーマへのこだわりを大切に、現象
を掘り下げていきましょう。

徳安 彰 教授
❶社会システム論
❷社会現象を人間と社会システムの2つの視点から見る

「学び」そのもののあり方について研究します。社会教育、成
人教育をめぐる政策や社会運動についても考えていきます。

荒井 容子 教授
❶社会教育学
❷社会教育実践研究、社会教育法制度研究、成人教育・
社会教育運動研究、公民館研究、社会教育職員研究

「自己の経験を語る」「他者の語りを聴く」「他者の語
りを伝える」などの実践を通じて、他者を理解することの
可能性を探究していきます。

鈴木 智之 教授
❶社会学理論、文化社会学
❷物語言説の社会学的分析。特に自己と他者をめぐる
　語りとその社会的条件の研究 地域の付き合い・人間関係が希薄になっている現在、 

コミュニティの活性化について討論していきます。

樋口 明彦 教授
❶コミュニティ政策論
❷まちづくり、若者論

私たちが生きている社会のあり方が、どのように私たちの
ものの見方や考え方と関連しているか、データに基づい
て考えていきます。

池田 裕 専任講師
❶計量社会学、社会意識論、福祉社会学
❷態度の社会学

数学とは高次元の思考や抽象的な事柄の理解とも言え
ます。社会活動で“強力な武器”となる数学を通し、論理
的思考法やコミュニケーション能力を高めます。

鈴木 麻美 教授
❶数学（函数論、関数方程式）
❷社会が必要とする「数学的思考力」を考える

ひとが多様に伸びやかに育っていける分け隔てのない
環境づくりを、日本・他国の事例をもとに探究します。

平塚 眞樹 教授
❶教育学、人間形成とりわけ若年移行期研究
❷子ども・若者が育つ環境づくりを考える

格差問題や被災地支援、表現の自由などの大きなこと
から、公共の場でのマナーなど小さなことまで「公平さ」と
「公共性」という角度から考えます。

斎藤 友里子 教授
❶理論社会学・数理社会学・社会意識論
❷ただしさの社会学

具体的な社会問題を研究する過程を通して、社会を見る
「方法」を学びます。“Say it with data.”（データをもっ
て語ろう）をモットーに、実証的な研究を進めています。 

堀川 三郎 教授
❶環境社会学、都市社会学、日米比較社会論
❷歴史的環境保存、まちづくり、住民運動・
　公害被害地の追跡調査

英語・英文学について歴史的・文化的文脈に照らしつ
つ考察しています。

佐藤 修一 専任講師
❶英語学、英文学
❷英語史、中世からルネサンスにかけての英語・英文
学、ビート・ジェネレイションの作家・作品

グローバル化を人の移動の視点から社会学的に考察し
ます。特に、東アジアの国際移住と多文化化の諸問題
に取り組みます。

田嶋 淳子 教授
❶国際社会学、移民・エスニシティ研究
❷東アジアにおけるグローバル化と日本社会の変容を
　移住の視点から研究

時代とともに変化していく「家族」について社会学的視
点から考察していきます。

菊澤 佐江子 教授
❶家族社会学
❷家族とライフコースに関する社会学的研究

文学と美術の関係を中心に、小説描写や造形芸術にみ
られる特徴が、いかなる時代背景や人々の想像力と結
びついているのかを考察しています。

髙橋 愛 准教授
❶フランス文学
❷フランス自然主義文学と視覚芸術の関係

複雑化する国際社会が抱えるさまざまな問題をどのよう
に理解するのか。現代の武力紛争の背景と、平和を追
求する国際社会の動きを通して考えていきます。

二村 まどか 教授
❶国際関係論、国際安全保障
❷紛争研究、平和構築、移行期正義

文化・祝祭・メディア・まちづくりなどを手がかりとして、文
献とフィールドワークによる社会学的調査から地域社会
を研究します。

武田 俊輔 教授
❶文化社会学、都市社会学、地域社会学、メディア論
❷地域社会を文化・メディアの観点から考える

国家やナショナリズムについて、歴史をたどり、相互に
比較しながらグローバルな視点で考察していきます。

佐藤 成基 教授
❶比較ナショナリズム研究、歴史社会学、社会学理論
❷ナショナリズムと国民国家

障害や病い、被災、被害などを、個人に属するものというよ
り、人と人とのあいだで起きる社会的な事柄として捉えかえ
し、必要な支援や援助、ケアについて考えていきます。

三井 さよ 教授
❶臨床社会学、ケア・支援論
❷医療・福祉をめぐる社会問題への相互行為論的アプローチ

自然環境が変遷してきた過程を解明し、環境の保全や
環境変動への適応について考えます。

澤柿 教伸 教授
❶自然地理学・第四紀学
❷自然環境変遷の解明と、その保全および適応

先人の知恵に学び、工夫を凝らし、何かを作り、暮らす、
といった社会・文化の継承と創造にまつわる人 の々営み
を探究していきます。

土倉 英志 准教授
❶社会心理学、認知科学、質的心理学
❷創造性、経験による学習・創造による学習、コミュニティ
デザイン

国際社会における諸問題を、アジアを中心に研究しま
す。アジアの人 や々社会について学び、より良い社会と
未来に向けて議論を進めていきましょう。

吉村 真子 教授
❶アジア研究、東南アジア地域研究
❷国際社会の諸問題
　（とくにアジアにおける社会・経済・政治・文化など）

FACULTY OF SOCIAL SCIENCES

小説やエッセイや詩歌を書いてみたい方にお勧めです。
ゼミ生同士批評し合い、作品の質を高めていきます。

金原 瑞人 教授
❶英語圏のエスニック文化
❷創作（クリエイティヴライティング）
　小説や詩の創作を通じて、表現力の向上を図る


